律令制大臣の地位的特質 : 儀礼と待遇を中心に by 土居 嗣和
「
若
手
研
究
者
の
集
い
」
研
究
報
告
要
旨
（
平
成
二
八
年）
律
令
制
大
臣
に
つ
い
て
は、
こ
れ
ま
で
そ
の
職
掌
や
太
政
官
合
議
制
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
て
き
た
が、
令
規
定
に
お
け
る
地
位
に
つ
い
て
の
体
系
的
な
考
察
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た。
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
に
鑑
み、
本
報
告
で
は
日
唐
令
比
較
を
含
め、
太
政
大
臣
・
左
右
大
臣
と
い
う
律
令
制
大
臣
の
制
度
的
位
置
づ
け
の
考
察
を
行
っ
た。
そ
の
結
果、
次
の
二
点
を
明
ら
か
に
し
た。
第
一
は、
律
令
制
大
臣
の
成
立
に
あ
た
っ
て、
初
唐
の
諸
制
度
が
多
く
参
照
さ
れ、
そ
の
特
徴
が
日
本
令
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る。
ま
ず
太
政
大
臣
は、
唐
令
の
三
師
・
三
公
を
ま
と
め
て
―
つ
の
官
と
す
る
こ
と
で
創
出
さ
れ
た。
そ
れ
は
形
式
的
な
官
職
と
な
っ
て
い
た
三
師
・
三
公
を
継
受
し
つ
つ
、
律
令
官
制
の
最
上
位
に
位
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て、
律
令
制
そ
の
も
の
が
内
包
す
る
理
念
を
保
存
し
た
も
の
で
あ
っ
た。
一
方、
左
右
大
臣
は、
唐
初
期
ま
で
三
省
の
中
で
も
一
段
高
く
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
尚
書
省
の
実
質
的
長
官
で
あ
り、
宰
相
と
し
て
政
治
的
判
断
を
下
す
存
在
で
も
あ
っ
た
左
右
僕
射
（
左
右
丞
相）
を
継
受
し
て
創
出
さ
れ
た。
律
令
制
大
臣
の
地
位
的
特
質
ー
ー
ふ
成
礼
と
待
遇
を
中
心
に
1
第
四
回
〈
彙
報〉
二
0一
六
年
一
月一
九
H
「
若
手
研
究
者
の
集
い
」
研
究
報
告
要
旨
（
平
成
二
八
年）
一
五
三
土
居
嗣
和
第
二
は、
石
の
律
令
制
大
臣
の
地
位
は、
日
本
令
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
規
定
に
よ
り
保
障
さ
れ
て
お
り、
そ
の
多
く
は
日
本
令
の
中
で
独
自
に
立
条
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る。
大
臣
の
地
位
を
保
障
す
る
規
定
は
儀
礼
的
と
待
遇
的
の
二
つ
に
大
別
で
き、
こ
の
う
ち
儀
礼
的
規
定
に
つ
い
て
は、
「
右
大
臣
以
上
」
と
い
う
区
分
を
す
る
も
の
と、
「
大
納
言
以
上
」
と
い
う
区
分
を
す
る
も
の
が
存
在
し
た。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
大
臣
を
音
声
的
・
視
覚
的
に
明
示
す
る
性
格
を
持
つ
規
定
で
あ
っ
た。
ま
た
待
遇
的
規
定
は、
「
職
分」
と
い
う
概
念
の
も
と
に
大
納
言
以
上
の
待
遇
を
定
め
た
も
の
で
あ
っ
た。
従
来
「
職
分」
に
つ
い
て
は、
議
政
官
と
し
て
の
大
臣
・
大
納
言
の
待
遇
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
が、
儀
礼
的
規
定
に
「
右
大
臣
以
上
」
と
い
う
区
分
が
存
す
る
こ
と、
大
納
言
は
大
臣
不
在
時
に
そ
の
職
務
を
代
行
し
う
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば、
「
職
分」
の
本
来
保
障
す
る
地
位
は
大
臣
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る。
以
上
よ
り、
唐
令
を
模
範
と
し
な
が
ら
も、
そ
の
地
位
が
よ
り
明
確
に
規
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
に、
律
令
制
大
臣
の
地
位
的
特
質
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
結
論
を
得
た。
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